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 ふくしまＦＭ 特別番組 2023年3月5日（日曜日）18時～18時55分 

「THE INTERVIEW～原子力災害を見つめた過去、現在、未来～」 

 

ふくしまＦＭ（代表取締役社長：平 一彦）では、2023 年 3月 5日（日）18時から55分にわたり特別番組

「THE INTERVIEW～原子力災害を見つめた過去、現在、未来～」を編成いたします。 

2011年3月11日14時46分、三陸沖を震源とし日本観測史上最大のマグニチュード9.0の東北地方太平洋

沖地震（福島県内は最大震度6強）が発生。本震の揺れは東日本全体で約6分間続き、各地を襲った津波の高

さは最大で14.8mにも及びました。地震から約50分後、福島第一原子力発電所（以下「第一原発」という）は

全ての電源を喪失して圧力容器内の水は蒸発。約4 時間後には炉心損傷が始まり、その後3 月 14 日に第一原

発3号機で水素爆発が発生。この東北地方太平洋沖地震による災害、及びこれに伴う原子力発電所の事故によ

る複合災害は「東日本大震災」と名付けられ、死傷者行方不明者数は2万8千人を超え、建物の損壊は115万

棟。過去に例のない甚大な被害をもたらしました。 

長崎大学の高村昇さん（原爆後障害医療研究施設 放射線疫学分野教授）は3月17日に長崎を出発。18日に

は福島入りし、「福島県放射線健康リスク管理アドバイザー」として福島県民に対して啓発活動を展開しまし

た。1945年の広島、長崎に投下された原爆、1986年のチェルノブイリでおきた原子力発電所事故の教訓を活か

し、東日本大震災では外部被爆を防ぐため、第一原発から半径20km圏内は避難指示が、20kmから30km圏内に

は屋内退避指示が出され、また内部被曝を防ぐために食品管理が行われ、一定の放射性物質が暫定基準値を上

回る食材は流通制限、摂取制限がなされました。 

一方では、メディアから空間線量率が定期的に公表されてはいたものの、それらの数字が示す意味合いが合

わせて報道されなかったこと、被爆、被曝について専門家の間でも見解が分かれコンセンサスが図れなかった

ことなど、情報発信のあり方で県民が不安を抱えてしまった側面もあると高村さんは当時を振り返ります。 

東日本大震災の記録や教訓を後世に継承・発信し、世界と共有することを目的とし、双葉町に「東日本大震

災・原子力災害 伝承館」が2020年9月に開館。「原子力災害を含めた複合災害を経験したのは世界でもこの福

島しかない。自分のこれまでの経験、災害当初から携わってきた経緯を含め、福島のためにまだ役に立てるこ

とがある」、高村さんは初代館長を引き受けることにしました。「コロナ禍の中ではあるが、当初の予測よりも

多くの方に伝承館にご来館いただいている。震災から12年が経ち、事故後に生まれた子どもたちも増えてきて

いる。国内外の皆さんにご来館頂き、福島を正しく知って欲しい。そしてこの福島の教訓を世界の防災、減災

に役立てて欲しい」、それらの想いを胸に高村館長の活動は今後も続きます。 
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